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逗
子
の
景
観
ス
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ッ
チ
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六
百
字
以
内
の
景
観
に 

関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
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「海宝院の四脚門」 絵 吉澤 富雄 

が
見
え
て
き
ま
す
。 

先
程
の
四
つ
角
を
直
進
せ
ず
右
折
す
れ
ば
、「
寺
道
」

と
呼
ば
れ
る
道
に
出
ま
す
。
明
治
政
府
の
神
仏
分
離
令

の
発
布
ま
で
、
沼
間
村
の
鎮
守
・
五
霊
神
社
を
管
轄
す

る
別
当
寺
で
あ
っ
た
真
言
宗
の
光
照
寺
は
す
ぐ
そ
こ

で
す
。 

こ
の
あ
た
り
の
民
家
の
た
だ
ず
ま
い
や
、
す
っ
か
り

葉
を
落
し
た
※
木
守
柿
（
こ
も
り
が
き
）
の
青
空
に
映

え
る
姿
は
、
お
だ
や
か
な
小
さ
な
幸
を
感
じ
ま
す
。
こ

の
後
、
山
茶
花
、
水
仙
が
咲
き
、
梅
の
花
が
咲
く
こ
ろ

ま
で
は
、
こ
と
に
静
か
に
私
達
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

ひ
と
休
み
で
き
る
甘
味
屋
か
、
蕎
麦
屋
が
あ
れ
ば
、
最

高
だ
が
…
。 

五
分
も
歩
か
な
い
内
に
室
町
時
代
の
典
型
的
な
禅

宗
様
式
の
四
脚
門
が
石
畳
に
構
え
て
い
る
曹
洞
宗
海

宝
院
に
着
き
ま
す
。
一
五
九
十
年
徳
川
家
康
が
関
東
を

治
め
る
た
め
、
三
浦
半
島
の
代
官
頭
と
し
て
長
谷
川
長

綱
を
任
じ
ま
し
た
。
こ
の
寺
は
長
綱
が
創
建
し
ま
し

た
。
寺
領
十
八
石
の
御
朱
印
を
賜
り
、
五
石
に
と
ど
ま

っ
た
神
武
寺
を
圧
し
て
栄
え
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
実
際

は
古
く
か
ら
あ
っ
た
神
武
寺
を
監
視
す
る
た
め
と
も

「
神
武
寺
か
ら
海
宝
院
へ
」 

神
武
寺
か
ら
の
沼
間
参
道
は
舗
装
さ
れ
て
お
り
、

楽
に
歩
け
る
の
で
、
下
山
路
と
し
て
よ
く
利
用
し
て

い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
天
台
宗
か
ら
日
蓮
宗
に
改
宗

し
た
法
勝
寺
脇
の
四
つ
角
を
直
進
し
、
横
須
賀
線
の

踏
切
を
渡
れ
ば
、
前
方
に
五
霊
神
社
の
「
鎮
守
の
森
」

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「
神
武
寺
、
光
照
寺
、
海
宝
院
は
時
の
政
治
に
翻
弄

さ
れ
て
き
た
こ
と
」、「
五
、
六
千
年
前
は
こ
の
一
帯
は

海
だ
っ
た
こ
と
」
を
思
い
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
逗
子
駅
へ

と
向
か
う
お
よ
そ
一
時
間
の
散
歩
で
す
。 

文 

北
川 

雄
平 

※
木
守
柿
と
は
、
来
年
も
良
く
実
る
よ
う
に
と
の
ま
じ
な

い
で
、
木
の
先
端
に
一
つ
二
つ
取
り
残
し
て
お
く
柿
の
実 

 

「神武寺」 絵 竹林 久知 
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逗子の景観まちづくり 

クリック！ 
検索 

逗子の景観を考える vol.17 

 コミュニティ 

パークは大人の

休日 

 

私の逗子の歩き方 
～歴史を巡る～ 

山に囲まれた逗子の中で

も、特に緑が濃く感じる東

逗子。緑に包まれた逗子の

歴史を巡り歩きましょう。 

山岳信仰の面影を

残し、切通しの岩肌

には珍しいイワタ

バコも見られる 

田越川の畔に位

置している真言

宗のお寺 

樹齢 500年を超え

るイチョウの大木

が存在感を放つ 

を呼び寄せ「コミュニティ」の産まれる土壌と

なる。 

○回を重ねても変わらないテーマは「大人の休

日」。市中選りすぐりの出店によって構成され

る会場。快適で潤いのある屋外空間を演出する

その境内の中心には、ウッドデッキのステージ

が配置され、JAZZやボサノバといった大人のス

テージプログラムが 1日中つづく。もちろんそ

の起源となるまちづくりに触れる企画も欠か

さない。 

○ワイングラスを傾けながら、住み甲斐あるこ

の街の縮図を、感じて頂ければ幸甚である。 

 

岡田謙一郎 

（逗子コミュニティパーク実行委員長） 

 

海宝院 神武寺 光照寺 五霊神社 

四脚門は、室町

時代の様式の貴

重な門 

○「境内」という響きが好きだ。 

○逗子の中心部で「境内」と言えば、駅からほ

ど近いにもかかわらず、豊かな緑 をたたえる

亀岡八幡宮。ここで開催される「逗子コミュニ

ティパーク」は、この 11月で第 22回を迎えた。 

○その起源はいまから 11 年前にさかのぼる。

2004年 11月、「逗子市まちづくり基本計画」を

市民にレビューする場として開かれたのがは

じまり。現在のイベント形式に馴染みの方には

意外に映るかもしれないが、当初はお堅い成り

たちの企画であった。 

○以降、この境内で、春秋の年 2回開催され続

けているのだが、新緑の溢れ来る 5 月、大銀杏

の黄金色に輝く 11 月は、ともに境内の魅力が

見事に結実する季節。心地よい空間は自ずと人

mailto:machi@city.zushi.kanagawa.jp
mailto:https://www.facebook.com/zushiscape

